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章　

北
に
灯
っ
た
光
を
永
遠
に
～
輝
か
し
い
現
在
を
未
来
へ
継
続
～

第
１
節　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

　

２
０
１
９
年
５
月
１
日
、
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で

あ
る
。
令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
は
、
分
村
か
ら
１
０
０
年
目
、
翌
２
年
（
２
０
２
０
年
）
は
開
町
１
０

０
周
年
を
迎
え
た
。
人
口
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
で
あ
る
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

　

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
か
ら
町
民
の
意
見
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
」
が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
同
31
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月
に
、
町
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
令
和
元
年
７
月
に
は
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
条
例
に
基
づ
い
た
新
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
で
は
、
条
例
の
制
定
、
各
種
計
画
策
定
や
公
共
施
設
建
設
、
町
民
か
ら
の
要
望
や

提
案
な
ど
を
協
議
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
る
。

　
「
令
和
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
行
財
政
改
革
も
重
要
で
あ
る
。
同
２
年
２
月
に
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
町
民
の
視
点
で
幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ
、
同
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）
ス
タ
ー
ト
の
７

年
間
の
第
５
次
町
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
い
る
。
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■
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

　

地
方
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た
り
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
。

国
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
町
村
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、
相
互
に
役
割
を
分
担
し
、
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
各
地
に
形
成
、
定
住
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
「
定
住
自
立
圏

構
想
」
を
打
ち
出
し
た
。

　

本
町
を
含
め
北
見
市
、
美
幌
町
、
津
別
町
、
置
戸
町
の
１
市
４
町
は
、
令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
10
月

18
日
に
「
北
見
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
し
た
。
圏
域
を
形
成
す
る
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性

を
尊
重
し
な
が
ら
、
１
市
４
町
が
連
携
し
て
都
市
機
能
お
よ
び
生
活
機
能
を
確
保
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

定
住
自
立
圏
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

■
出
鼻
く
じ
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス　
戸
惑
い
の
新
し
い
生
活
様
式

　

開
町
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）、
４
月
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
始
ま
る

予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
同
元
年
（
２
０
１
９
年
）
の
12
月
に
中
国
で
確
認
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」
が
、
同
２
年
１
月
に
日
本
で
も
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
道
内
で
も
発
生
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で

は
、
２
月
に
隣
の
北
見
市
で
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）
感
染
が
発
生
し
、
以
後
、
全
国
に
ま
ん
延
し
た
。

　

町
は
、
同
２
年
２
月
28
日
に
「
感
染
症
危
機
管
理
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
町
民
に
対
し
う
が
い
、
手
洗

い
の
励
行
な
ど
感
染
防
止
を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
、
公
共
施
設
を
臨
時
休
館
と
し
、
小
中
学
校
も
臨
時
休
校
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
町
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
特
別
対
策
本
部
」
を
設
置
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
住
民
周
知
、
マ
ス
ク
、
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消
毒
液
な
ど
の
備
蓄
確
保
等
の
対
策
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
も
全
国
的
に
感
染
拡
大
が
続
き
、
国
は
４
月
17
日
に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
す
る
と
と
も
に
ク
ラ

ス
タ
ー
感
染
が
目
立
つ
北
海
道
な
ど
を
「
特
別
警
戒
都
道
府
県
」
に
指
定
し
た
こ
と
か
ら
、
町
は
再
開
し
て

い
た
公
共
施
設
の
休
館
措
置
を
と
っ
た
ほ
か
、
小
中
学
校
も
再
び
休
校
、
６
月
上
旬
に
は
町
民
１
人
当
た
り

10
枚
の
マ
ス
ク
（
総
数
約
５
万
枚
）
を
職
員
が
配
布
す
る
な
ど
、
国
と
と
も
に
各
種
支
援
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
開
町
１
０
０
周
年
を
祝
う
記
念
事
業
は
、
４
月
開
催
予
定
だ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開

録
音
「
真
打
競
演
」
を
は
じ
め
、
６
月
開
催
予
定
の
「
町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
な
ど
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　

北
海
道
で
は
、
夏
期
間
は
感
染
拡
大
の
状
況
も
や
や
落
ち
着
い
た
感
が
あ
っ
た
が
、
10
月
に
入
る
と
再
び

増
え
始
め
、
11
月
に
は
１
日
の
感
染
者
数
が
過
去
最
高
を
連
日
更
新
す
る
ほ
ど
の
勢
い
で
感
染
が
拡
大
し
、

12
月
末
現
在
、
ま
だ
収
束
は
見
え
な
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
＝
発
熱
や
の
ど
の
痛
み
、
咳
が
１
週
間
前
後
続
き
、
強
い
だ
る
さ
を
訴
え
る
人

も
い
る
。
感
染
者
の
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
と
一
緒
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
口
や
鼻
な
ど
か
ら
吸
い
込
ん
で

感
染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
と
感
染
者
の
口
な
ど
か
ら
出
た
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
物
に
触
れ
た
あ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
口
な
ど
か
ら
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る
「
接
触
感
染
」
が
あ
る
。
北
海
道
で
は
、
道
民
に
対
し
「
新
北

海
道
ス
タ
イ
ル
」
と
し
て
「
密
閉
」「
密
接
」「
密
集
」
の
「
３
密
」
を
避
け
る
こ
と
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗

い
の
励
行
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。
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第
２
節　
開
町
１
５
０
周
年
、
そ
し
て
２
０
０
周
年
へ

■
消
防
庁
舎
移
転
新
築
へ

　

建
設
後
52
年
が
経
過
す
る
北
見
地
区
消
防
組
合
消
防
署
訓
子
府
支
署
・
消
防
団
の
庁
舎
が
、
移
転
新
築
す

る
。

　

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
に
現
在
地
（
元
町
）
に
建
設
さ
れ
た
庁
舎
は
、
施
設
の
老
朽
化
、
消
防
車
両

規
格
の
大
型
化
に
よ
り
狭
あ
い
化
し
て
い
た
。
建
設
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
財
源
問
題
も
確
保
で
き

た
こ
と
か
ら
、
東
幸
町
の
銀
河
公
園
東
側
へ
の
移
転
新
築
に
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

訓
子
府
消
防
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
設
計
業
者
を
選
定
す
る
た
め
、
道
内
の
６
社
に
提
案
書
の
作
成
を

依
頼
し
、
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
。
町
内
各
界
か
ら
の
35
人
の
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
な
ど
を
経
て
設

計
業
者
が
決
定
、
実
施
設
計
が
行
わ
れ
た
。
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
３
月
に
着
工
し
、
同
４
年
（
２
０

２
２
年
）
秋
の
完
成
を
め
ざ
す
。

■
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現
へ

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
は
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
に
町
内
市
街
地
と
一
部
実
践
会
地
域
で
利
用
開
始
と

な
っ
て
い
た
が
、
情
報
通
信
の
地
域
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
町
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
未
整
備
地
域
に

令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
か
ら
整
備
し
て
い
る
。

　

こ
の
整
備
に
よ
り
、
町
内
全
域
に
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
環
境
と
な
る
ほ
か
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
新
し
い
生
活
様
式
の
一
つ
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」（
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
活
用

し
在
宅
な
ど
会
社
と
離
れ
た
場
所
で
勤
務
す
る
こ
と
）
や
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」（
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
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＝
情
報
通
信
技
術
＝
を
活
用
し
て
省
力
化
、
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業
）
の
実
現
も

可
能
と
な
る
。
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
３
月
ま
で
に
整
備
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
現
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
に
、
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構

想
」
の
実
現
に
向
け
て
、
町
内
の
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
と
高
速
大
容
量

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る
。

■
開
町
１
０
０
周
年
・
町
制
施
行
70
年
記
念
式
典
挙
行

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
５
月
８
日
、
例
年
と
違
っ
た
形
で
「
開
拓
記
念
日
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
た
。

「
コ
ロ
ナ
対
策
」
と
し
て
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、
出
席
者
は
少
人
数
と
し
、
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

な
ど
感
染
予
防
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

　

開
町
１
０
０
周
年
の
各
種
記
念
事
業
が
中
止
あ
る
い
は
縮
小
と
い
う
形
と
な
っ
た
が
、「
開
町
１
０
０
周

年
・
町
制
施
行
70
年
」
の
記
念
式
典
も
出
席
者
を
最
小
限
に
抑
え
、
会
場
内
は
椅
子
の
間
隔
を
通
常
よ
り
広

げ
て
配
置
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と
す
る
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
と
っ
た
中
で
、
11
月
１
日

町
公
民
館
で
行
っ
た
。
祝
賀
会
は
中
止
。
式
典
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、「
ク
ン
ネ
ッ

プ
原
野
」
か
ら
「
訓
子
府
」
の
１
自
治
体
と
な
っ
た
１
０
０
年
前
を
振
り
返
り
、
記
念
の
節
目
を
祝
い
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
踏
み
出
し
た
。

　

式
典
の
冒
頭
、
開
町
１
０
０
周
年
・
町
制
施
行
70
年
記
念
歌
「
訓
子
府
よ
永と

わ久
に
」
が
披
露
さ
れ
た
。
作

詞
は
訓
子
府
町
出
身
の
松
岡
義
和
さ
ん
、
作
曲
は
訓
子
府
中
学
校
前
校
長
の
小
野
朋
之
さ
ん
で
、
声
楽
家
の

北
畑
恵
さ
ん
（
い
ず
れ
も
北
見
市
在
住
）
が
歌
い
上
げ
、
式
典
に
花
を
添
え
た
。
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ま
た
、
前
日
の
10
月
31
日
に
は
、
開
基
１
０
０
年
の
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）
11
月
１
日
に
埋
設
し
た

２
基
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
う
ち
24
年
後
開
封
と
な
っ
て
い
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
出
し
た
。
カ
プ
セ

ル
内
に
手
紙
な
ど
を
納
め
た
人
も
参
加
し
た
中
で
開
封
し
、
四
半
世
紀
の
訓
子
府
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
取

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

開町100周年・町制施行70年記念式典
の席上行われた功労者等の表彰式

式典前日に行われたタイムカプセル開
封式。開拓100年の24年前から現在、
そして未来へのメッセージなどが納め
られていた
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第
３
節　
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
、
若
者
が
願
う
未
来
は

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

開
拓
か
ら
１
２
４
年
、
分
村
か
ら
１
０
０
年
が
経
過
し
た
訓
子
府
町
の
未
来
は
。
次
代
を
担
う
児
童
・
生

徒
、
若
い
人
に
、
未
来
の
訓
子
府
に
つ
い
て
聞
い
た
。

□
訓
子
府
小
学
校 
令
和
２
年
度
全
校
仲
よ
し
会
会
長

〇
荒
沢
宗
汰
さ
ん
（
６
年　
栄
町
）

　

町
民
の
人
み
ん
な
が
、
親
戚
み
た
い
に
、
と
て
も
優
し
い
こ
と
が
、
訓
子
府
の
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
う
。
人
の
心
が
温
か
く
、
自
然
も
豊
か
で
、
昔
か
ら
の
自
然
が
多
く
残
っ
て

い
る
。

　

こ
ん
な
訓
子
府
が
、
自
分
が
大
人
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
で
い
て
ほ
し
い
。
自
然
が

豊
か
で
み
ん
な
が
優
し
い
心
を
も
っ
た
町
が
、
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
。
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□
居
武
士
小
学
校 

令
和
２
年
度
後
期
児
童
会
会
長

〇
石
神
幸
誠
さ
ん
（
５
年　
日
出
）

　

訓
子
府
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
良
い
と
こ
ろ
は
、
み
ん
な
が
ご
み
拾
い
な
ど
を
し
て
町
が

き
れ
い
な
と
こ
ろ
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
な
ど
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
公
園
も
あ
り
、

楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

僕
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
今
の
自
然
や
動
物
が
保
護
さ
れ
た
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い
。
畑

も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
農
業
も
今
の
ま
ま
盛
ん
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

□
訓
子
府
中
学
校 

令
和
２
年
度
後
期
・
令
和
３
年
度
前
期
生
徒
会
会
長

〇
梶
田
駿
介
さ
ん
（
２
年　
弥
生
）

　

訓
子
府
の
人
た
ち
は
、
み
ん
な
優
し
い
。
歩
い
て
い
て
声
を
掛
け
て
く
れ
る
な
ど
、
と

て
も
温
か
い
町
だ
と
思
う
。
自
然
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
住
み
や
す
い
町
。

　

こ
ん
な
に
良
い
町
は
、
こ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
自
然
も
そ
の
ま
ま
で
。
木
や
緑

が
あ
る
と
と
て
も
落
ち
着
く
。
自
分
の
家
は
酪
農
業
だ
が
、
農
業
も
含
め
未
来
も
盛
ん
な

ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
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□
訓
子
府
高
校 

令
和
２
年
度
後
期
・
令
和
３
年
度
前
期
生
徒
会
副
会
長

〇
後
藤
小
春
さ
ん
（
１
年　
東
幸
町
）

　

訓
子
府
は
、
街
並
み
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
程
よ
く
自
然
も
あ
り
、
良
い
町
だ
な
と

思
う
。
そ
れ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
、
と
て
も
礼
儀
正
し
い
。
教
育
環
境
も
良
い
。

　

今
は
、
人
口
減
少
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
将

来
、
子
ど
も
の
数
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
子
育
て
し
や
す
い
町
を
継
続
し
、
も

ち
ろ
ん
自
然
も
残
し
、「
良
い
町
」
の
ま
ま
将
来
も
維
持
し
て
ほ
し
い
。

□
令
和
２
年
新
成
人

〇
小
野
知
紀
さ
ん
（
実
郷
）

　

家
業
の
農
業
を
手
伝
っ
て
お
り
、
の
ち
の
ち
後
を
継
ご
う
と
考
え
て
い
る
。
町
内
に
は
、

他
に
も
そ
う
い
う
若
い
仲
間
が
お
り
、
訓
子
府
の
農
業
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
が
他
市
町

村
よ
り
高
い
と
思
う
。
こ
う
し
た
意
識
が
20
年
後
、
30
年
後
も
続
い
て
い
る
町
で
あ
っ
て

ほ
し
い
し
、
人
口
は
減
っ
て
も
訓
子
府
の
農
業
を
後
退
さ
せ
な
い
、
現
状
を
維
持
し
た
い
。

子
育
て
し
や
す
い
町
で
も
あ
り
、
将
来
も
変
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
。
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□
令
和
２
年
新
成
人

〇
南
部
穂
風
さ
ん
（
東
幸
町
）

　

20
年
間
訓
子
府
に
住
ん
で
い
て
、
街
並
み
が
き
れ
い
で
、
ご
み
も
落
ち
て
い
な
い
し
、

冬
季
も
除
排
雪
が
行
き
届
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
郊
外
も
自
然
が
豊
か
。
住
ん
で
い

る
人
の
優
し
さ
、
温
か
さ
も
感
じ
る
。

　

こ
れ
か
ら
20
年
、
30
年
た
っ
て
も
、
こ
ん
な
訓
子
府
が
維
持
さ
れ
て
、
活
気
が
残
っ
て

い
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
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